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１ はじめに 

 

２学期中間考査を終え、本格的に進路決定に向けて取り組む時期になりました。焦る気持ち、不安

な気持ちで揺らぐ、自分との闘いの時期です。「どうすればいいんでしょう？」と言われても、家族
や親友すら、代わってあげられないのが人生の選択です。 

どうすれば「自分にとって良い選択」になるのでしょう？ 

それは、「次のステージで、その場所で、何をするか」を考えて選ぶことです。 

もし、ここで失敗しても、人生が決まることはありません。失敗だと思ったら、それをどうやって

次のステップへの力に変えるか、その力がこれからの社会で活躍するあなたがたに必要な力です。 

進学・就職先に様々な期待を持ち、試験を潜り抜けていくことと思いますが、どこへ行ってもよい

こと、辛いことに直面するでしょう。「このステージでこれをやろう。」と思って新しいスタートを

切った人は、気に入らないことや辛いことがあっても、自分の時間を無駄にすることはなく、次のス

テップへ向けて、力をつけていきます。 

反対に、「高校に入れば何とかなるかな？」とあまり考えずに決めると、辛いことや気に入らない
ことに対して「別に周りにも同じような人がいるし・・・。」と悪い方にズルズルと引きずられてし

まうことが多々あります。 

 

次に、湧いてくる不安とどう向き合うか、です。 

方法はただ一つ「勉強する」です。どんなに落ち着かなくても１問解く。英文を１ページ音読する。

そうやって不安に押しつぶされそうな時間をやり過ごすのです。３日続ければ「あんなにつらい気持
ちの時に３日間も続けられた。」１か月ほぼ毎日取り組めば「１か月間も自分と向き合い勉強に励め

た！」という自信になります。何か前向きなことに１つ取り組むことで、３日先、1 か月先の自分の
心と学力を支えるのです。 

 

最後に受験についてです。 

最も大切なことは体調管理です。心身ともに健康であるために、食事や睡眠など、規則正しい生活

を心がけましょう。特に、睡眠時間を削る勉強は、学習効果が落ちる上に体力を消耗します。受験当
日にベストコンディションで臨むためにも健康な生活をしましょう。 

また、疑問に思うことがあったら、必ず担任の先生に相談しましょう。 

「この願書の書き方、これでいいのかな？たぶんオッケー」なんてもっての他です。要項をよく読

んで、先生の話を思い出し、保護者の方に相談しながら準備しましょう。分からない場合は、自分で
判断せず、担任の先生や学年の先生に相談してください。当日は心置きなく全力を出し切れるよう、

準備をしましょう。 

 

３月、第一志望に決まる人も、そうでない人もいます。どこに決まっても自分の将来に対する目標

を見失いさえしなければ、充実した生活を送ることができます。そのように思える進路先を選び、そ
こに向けて先生方や保護者の方とともに準備をしていきましょう。 
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２ 今後の主な予定 

 

  月               主 な 予 定 

１０月 

第２回五科テスト（２５日） 

第２回進路希望調査（配布：３日） 

三者面談（２６日～１１月４日） 

学年面接練習開始 

１１月 

第３回五科テスト（２１日） 

期末考査（１６日～１８日）  

第３回進路希望調査（配布：１０日） 

校内推薦委員会 

受験写真撮影（２５or２８日で調整中） 

学校長面接開始 

入試のための確認カード（配布：１１月２８日） 

自己PR下書き 

１２月 

三者面談（１１月２９日～１２月８日） 

推薦願い・併願優遇願い（配布：面談時 提出：〆切面談終了日） 

私立高校入試相談（１５日～） 

調査書作成願い（配布：面談時 提出：随時） 

私立高校推薦書・調査書提出   私立高校一般入試調査書提出 

自己PR清書 

 １月 

調査書記載事項通知（１１日）  

都立推薦出願（１２日～１８日郵送必着） 

都内私立推薦出願（１５日～） 
都内私立推薦受験・合格発表（２２日～）  

都内私立一般出願（２５日～） 

都立推薦入試（２６・２７日） 

都立産業技術高専推薦 

（出願１２～１８日、入試２７日、発表２月２日） 

都立一次・分割前期出願（２月１日～２月７日郵送必着） 

都立産業技術高専一次出願（２月１日～２月７日郵送必着） 

 ２月 

都立推薦合格発表（２月２日、手続き３日まで） 

都内私立一般入試・発表（１０日～）   

都立産業技術高専一次入試（入試１５日、発表２０日） 

都立一次・分割前期入試（２１日） 

 ３月 

都立一次・分割前期入試発表（１日、手続き２日まで） 

都立二次・分割後期入試出願（６日） 

都立二次・分割後期入試（９日）  

都立二次・分割後期入試発表（１５日、手続き１６日まで） 

都立定時制二次（出願２２日、入試２７日、発表２８日） 

都立通信制（出願および入試４月上旬、※詳細は１０月頃発表予定） 

※校内の予定は、日にちが前後する場合もあります。 
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３ 都立学校入試について 
１）都立高等学校 

※都立高等学校入学者選抜の詳細は、７月発行の「令和５年度 東京都立高等学校に入学を希
望する皆さんへ」で必ず確認してください。 

 

※東京都教育委員会ホームページ https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/ 

 

２）入試の仕組み 

【推薦に基づく入試（推薦入試）】 

ア）推薦に基づく選抜として、一般推薦と文化・スポーツ等特別推薦に加え、令和 4 年度からは特別    

推薦（理数）を設ける。 

 

イ）選抜日程 

事  項 日   時 

  出   願 

令和５年１月１２日（木）から１月１８日（水）まで 

※インターネットを活用した出願を行う（各家庭で） 

 郵送により提出する書類は、都立高等学校が指定する郵便局留め 

 面接・実技試験等 令和５年１月２６日（木）２７日（金） 

 合 格 者 の 発 表 
令和５年２月 ２日（木）午前８時３０分～ ウェブサイト掲載 

            午前９時３０分～ 校内掲示 

入 学 手 続 
令和５年２月 ２日（木）午前９時３０分～午後３時３０分 

    ２月 ３日（金）午前９時～正午 

 

ウ）推薦に基づく選抜の対象学科及び募集人員、特別推薦の対象人員枠（定員の 20%または 30％） 

   「令和５年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。※１０月発表予定 
 

エ）推薦基準 

   １ その学校を志望する目的意識が明確で理由が適切なこと。国・私立含め第一希望であること。 
   ２ 志望する学校に対する適性、興味・関心があること。 

   ３ 人物が優れていること。 

   ４ 学習成績が良好であること。 

   ５ 専門学科等に関連する教科の成績が優れていること。 
   ６ その他（本校の定める推薦基準を満たしていること） 

  

オ）応募資格 

  １ 令和４年１２月３１日現在、都内の中学校に在籍し、令和５年３月に卒業する見込みの者。 

  ２ 保護者と同居している者で、令和４年１２月３１日現在、都内に住所を有し、入学後も引き続き
都内から通学することが確実な者。父母のどちらか一方とも同居していない場合は、担任へお問

い合わせください。 

 

カ）出願手続き 

  １ 提出書類 入学願書、調査書（中学校が作成）、推薦書（中学校が作成）、 

自己ＰＲカード（本人作成） 

※令和５年度入試では、文化・スポーツ等特別推薦において「活動実績等を証明

する書類等の写し」の提出は不要。 
   ２ 考査料   ２，２００円（都内金融機関で払込み、領収書を願書に貼付） 

※ 一般推薦と特別推薦の両方を受ける際は４,４００円かかる。 

 ３ 提出方法  
(1)令和５年度入試では、すべての都立高等学校でインターネット出願を実施する。 

(2)郵送により提出する書類は、各自で各都立高校が指定する郵便局へ郵便局留めで送付す

る。（指定期限内に） 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/
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※詳細は東京都教育委員会ホームページを確認すること。 

 

キ）検査、選考方法 

   １ 入試     個人面接（特別推薦は集団面接の場合もある）、集団討論、小論文または作文、
実技（実施の有無は各学校で決める） 

   ２ 選考方法    (1) 小論文または作文、実技検査、その他学校が設定する検査の中からいずれか 

一つ以上を全ての学校で実施する。（例：自己 PR スピーチなど） 

(2) 個人面接に加え、集団討論を原則として全ての学校で実施する。 

  ※令和５年度入試では、集団討論は行わない。 
(3) 対象人員枠の上限を、普通科は、２０％、専門学科は３０％とする。 

  ３ 調査書点   ９教科の評定を合計したもの。 

 エンカレッジとして指定された高校は、観点別学習状況の評価を用いる。 

 

ク）入学手続き 
   １ 入学確約書を手続き期間内に提出し、納付期限内に入学料（全日制は５，６５０円、定時制は

２，１００円）を納入しなければならない。その他は、各高等学校別になる。 

  ２ 推薦に基づく選抜の志願者については、合格発表後の辞退はできない。 

 

【一般推薦の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【文化・スポーツ等特別推薦の例】 
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【理数等特別推薦】 
令和 4 年度より、立川高校創造理数科で実施。科学研究実績報告書を提出し、その内容に関する口

頭試問がある。 
※特別推薦の検査内容は、東京都教育委員会ホームページを参照すること。各学校の募集人員に占め  

る推薦入試の募集人員の割合については、１１月上旬に発行予定の「令和５年度東京都立高等学校案 

内」で確認してください。 

 

【学力検査に基づく入試】 

（１）第一次募集・分割前期募集 
ア） 第一次募集・分割前期募集日程 

事  項 日    時 

出  願 

令和５年２月１日（水）から 令和５年２月７日（火）まで 

※インターネットを活用した出願を行う（各家庭で） 

 郵送により提出する書類は、都立高等学校が指定する郵便局留め 

志願変更 
【取り下げ】令和５年２月１３日（月）午前９時～午後３時 

【再提出】 令和５年２月１４日（火）午前９時～正午 

学力検査および面接 

実技検査等 
令和５年２月２１日（火）集合 午前８時３０分 

※面接および実技検査は各校で定める 

  合格者の発表 

令和５年３月 １日（水）全日制 午前８時３０分～ウェブサイト掲載 

                午前９時３０分 校内掲示 

            定時制 午前８時３０分～ウェブサイト掲載 

                午後４時    校内掲示 

入 学 手 続 

令和５年３月 １日（水）全日制 午前９時３０分～午後３時３０分 

            定時制 午後４時   ～午後８時 

    ３月 ２日（木）全日制 午前９時   ～正午 

            定時制 午後４時   ～午後８時 

分割募集  募集人員を分割し、第１次募集期間（分割前期）と第２次募集期間（分割後期)の２
回に分けて募集を行う。 

 

イ）募集人員 
   「令和５年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。 

   ※令和４年度入試より、男女別の定員がある学校では男女枠が緩和され、男女別定員の各９割に
相当する人員までを総合順位により決定した後、募集人員の１割に相当する人員を男女合同で総

合順位の順に決定する。 

  
 ウ）男女別定員の緩和措置の実施状況 

   男女別定員を定めている都立高校（全日制普通科（単位制及びコースを除く。））の男女合同 
定員による入学者選抜への移行について、中学校の進路指導に与える影響を考慮し、段階的・計

画的に進めていくことを公表した。（令和３年９月） 

 令和４年度は入学者選抜では、男女別定員を定めている都立高校（１０９校）全校において、 

男女それぞれの定員の１０％を男女合同とする男女別定員の緩和措置を実施した。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

男女別定員を定めている都立高校（109 校）全校において、男女それぞれの定員の 10％を男

女合同として合格者を決定したことにより、男女の合格者数について「男女合同定員の場合と

同じ結果になる学校」、「男女合同定員の場合、女子合格者が増加する学校」、「男女合同定

員の場合、男子合格者が増加する学校」の、それぞれの学校数は次のとおりである。 
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【令和４年度入学者選抜緩和状況・東京都教育委員会ホームページより】 

エ）応募資格 

  推薦による選抜と同様。ただし、都立高等学校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わ 
る選抜の合格者は、出願できない。また、都立産業技術高等専門学校の合格者は、受検できない。 

 

オ）出願手続き 

  ＜全日制・定時制＞ 

    １ 入学願書、調査書（中学校で作成）、面接を実施する学校においては自己ＰＲカード（本人作
成）を提出する。 

 

    ２ 考査料   ＜全日制＞ ２,２００円（都内の金融機関で振り込み領収書を願書に貼付する） 

          ＜定時制＞   ９５０円（都内の金融機関で振り込み領収書を願書に貼付する) 

   ※昼夜間定時制高校は９５０円で確認すること。 
  ３ 提出方法 

(1)都立高等学校が指定する郵便局へ、出願受付期間に必着するよう、各自が簡易書留等で郵

送する。 

 

(2)令和５年度入試では、すべての都立高等学校でインターネット出願を実施する。（分割前 

期・第一次） 

※詳細は１１月に配布される「令和５年度東京都立高等学校募集案内」または東京都教育委

員会ホームページを確認すること。 

 

カ）志願変更 

   志願者は出願後、１回に限り志願変更をすることができる。 

いったん取り下げた学校には、再提出することができない。 

再提出ができないケースがあるので、注意が必要である。 

 

【入学願書再提出先一覧】 

 

キ）学力検査 

１ 検査教科等の実施内容については、各校が定める。５教科が多い。 

３教科入試の場合は、午後に面接や実技検査が実施される。 

 ３教科入試は、専門学科で実施されることが多い。 

  

【エンカレッジスクール】足立東、蒲田、練馬工業など 

面接（パーソナルプレゼンテーションを含む）、小論文による検査を行う。 
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※学力検査を実施しないが、調査書は提出する。 

 

【チャレンジスクール】 

   総合学科の六本木、大江戸、世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘、小台橋（令和４年度より） 

普通科の八王子拓真高等学校（チャレンジ枠） 

面接及び作文（５０分）を実施し、学力考査は行わない。 

※推薦による選抜は実施しない。 

※出願において、調査書の提出は必要としない。また、自己ＰＲカードの代わりに、学校所

定の志願申告書を提出する。 
 

２ 時間割 
 
 開始時間～終了時間 時 間 実施科目 

集 合 午前 ８時３０分   

第１時限 午前 ９時００分～午前 ９時５０分 ５０分 国語 

第２時限 午前１０時２０分～午前１１時１０分 ５０分 数学 

第３時限 午前１１時４０分～午後 ０時３０分 ５０分 英語 

第４時限 午後 １時３０分～午後 ２時２０分 ５０分 社会 

第５時限 午後 ２時５０分～午後 ３時４０分 ５０分 理科 

   

 ３ 問題の作成（自校作成） 

自校で作成した学力検査問題３教科（国語、数学、英語）。残り２教科（社会、理科）は都

立高等学校共通問題により実施する。 

   （「令和５年度東京都立高校へ入学を希望する皆さんへ）より） 

 

ク）入学手続き 

   入学確約書を期間内に提出し納付期限内に入学料（全日制５，６５０円、定時制２，１００円を 
  納入しなければならない。 
 
（２）第二次募集・分割後期募集 

 

ア）分割後期募集・全日制第二次募集日程 

事 項 日   時 

   出 願 
令和５年３月6日（月）       午前９時～午後３時 

※持参 

志願変更 【取り下げ】令和5年３月７日（火） 午前９時～午後３時 
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【再提出】 令和5年３月８日（水） 午前９時～正午 

学 力 検 査 
令和5年３月９日（木）    集合 午前８時３０分 

※面接および実技検査は各校で定める 

  合格者の発表 令和5年３月１５日（水）      正午 

イ）定時制第二次募集日程 

   事  項                      日   時 

   出  願  令和5年３月２２日（水）午後３時～午後７時 

志願変更 
【取り下げ】令和5年３月２３日（木） 午後３時～午後７時 

【再提出】 令和5年３月２４日（金） 午後３時～午後７時 

    学力検査等   令和5年３月２７日（月）集合 各校が定める時刻 

  合格者の発表  令和5年３月２８日（火）     午後３時 

  

ウ）募集人員 

  １ 分割後期募集は、募集人員の定める通り。 

  ２ 第二次募集は、第一次募集の結果、入学手続き者が募集人員に達しない相当の人数。 

 

エ）応募資格 
   すでに都立高等学校（都立産業技術高専を含む）に合格したものは出願できない。 

※一人でも多くの生徒の都立高等学校への進学を保障するする趣旨から、すでに国市立高等学校

に入学手続を終えている生徒については、以後の募集への出願を遠慮すること。 

 
オ）出願手続き 

   書類、考査料など第一次募集と同様。ただし、願書については、分割後期募集・第二次募集用を用
いる。定時制の場合は、定時制二次募集用を用いる。 

カ）志願変更 

   志願者は出願後、１回に限り志願変更をすることができる。 

ただし、再提出ができないケースもあり、注意が必要である。 

 

【分割後期・全日制二次募集】          【定時制二次募集】 

 
キ）学力検査 

  １ 分割後期募集は、国語、数学、英語の３教科及び面接とする。 

  ２ 第二次募集は、原則として国語、数学、英語の３教科とし、面接等については各高校が定める。 

 

ク）分割募集する学校 

   日本橋、八潮、田園調布、深沢、竹台、大山、青井、足立新田、淵江、南葛飾、田柄、など 

蒲田※、足立東※、練馬工業※、中野工業※（※印は、エンカレッジスクール）など 

   定時制単位制高等学校（一橋、浅草、荻窪）など 
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２）東京都立産業技術高等専門学校 

推薦による選抜 

ア）都立高等学校入試の推薦による選抜とほぼ同様   

日程：出願 令和５年１月１２日～１８日郵送必着、検査１月２７日、発表２月２日 

 

イ）都立高等学校入試の推薦と異なる点 
  １ 入学考査料 … １２，６００円 

  ２ 出願時に、１年次のキャンパスについて、品川キャンパスか荒川キャンパスのどちらを希望

するかを願書に記入する。 

   ３ 入試小論文（６０分）と面接 

   ４ 合格者は、入学確約書を提出し、入学料４２，３００円（都民）を納入しなければならない。 
   ５ 合格者は、都立高等学校の学力検査による選抜に出願できない。 

 
学力検査による選抜 

ア）都立高等学校入試の学力検査による選抜とほぼ同様 

日程：出願 令和５年２月１日～２月７日郵送必着、検査２月１５日、発表２月２０日 

 

イ）都立高等学校入試の学力検査と異なる点 

   １ 第一次募集日程（都立高等学校より早い） 

 ２ １年次のキャンパスについて、志望順位をつけて出願することができる。 
   ３ 入学考査料 … １２，６００円 

  ４ 学力検査… 国語、数学、英語の３教科で、数学の得点を１．５倍で傾斜配点を行う。 

   ５ 都立高等学校の第一次募集・分割前期募集に願書を提出してよいが、産業技術高専に合格し
た場合、都立高等学校の学力検査は受けられない。 

 

３）都立入試調査書について 
  評価・評定ほか、総合的な学習の時間の内容および評価、諸活動の記録がある。諸活動の記録に

は、検定や係・委員会活動、部活動、地域活動の記録などが記入される。 

 調査書の内容については、令和５年１月１１日に、各生徒の保護者宛に「調査書記載事項通知書」
を配付するので、保護者に確認してもらう。 

 
４）総合得点計算例 

 

 ア) 調査書、学力検査、実技検査、面接（実施した場合）、小論文又は作文（実施した場合）を総
合した成績で行う。 

  イ) 調査書点（２学期の通知表の成績をもとに算出）と学力検査の得点に ESAT-J の得点を合計す
る。 

 

 ウ) 調査書点は、下のように学力検査がある教科とない教科の合計になる。 

      区  分  学力検査がある教科    学力検査がない教科 

学力検査を３教科で実施する高校   評定の数字の合計  評定の数字の合計×２倍 

学力考査を５教科で実施する高校   評定の数字の合計  評定の数字の合計×２倍 

 

（例）５教科の学力検査を行う学校の場合 
   評定（学校の成績）… ９教科がすべて「３」の生徒 

             １５＋（１２×２）＝３９ 

             ５科計    実技 
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 エ) 学力検査の得点と調査書点の合計が１０００点になるような計算をする。さらに ESAT-J の２

０点分を足す。合計は１０２０点満点となる。ただし、学力検査と調査書の比率は７：３、６：４、

のいずれかを各高校が決めている。この合計点を総合得点という。 

 
【総合得点を出すための調査書点と学力検査の得点の比率計算】 

学力検査点：内申点            学力検査点換算の公式   内申点換算の公式 

   ６ ： ４ 本人の得点÷３００×６００点（得点×２倍） 内申点÷７５×４００点 

７ ： ３ 本人の得点÷５００×７００点（得点×１．４倍） 内申点÷６５×３００点 

   ※３教科入試は６：４になる。 

  

オ) 面接や実技試験を行う学校では、総合得点にさらに面接点、小論文又は作文点、実技点を加えて

合否を判断する｡ 

  この合計点を総合成績という。この点数によって合否が決まる。 

  

（例）５教科、傾斜配点を行わず、学力検査と調査書の比重が７：３、面接の満点が２００点

作文の満点が１００点及び実技検査の満点が２００点の学校の場合 

 

      学力検査 ７：３      調査書点      面接点・作文点    実技検査点 
         ↓                         

      ５００点（100点×5教科）     ↓               ↓               ↓ 

         ↓ 
      ７００点（換算後） ＋  ３００点（換算後） 200点＋100点     200点 

                         ↓                          ↓              ↓ 
                 １０００点（総合得点）  ＋        ３００点  ＋  ２００点 

                                         ↓ 

                                     １５００点（総合成績）＋ESAT-Jの得点 
 

【普通科の入試実施方法例】 

【専門学科の入試実施方法例】 



- 12 - 

【総合得点の計算例：Ａ君の場合】 

 (1） Ａ君の内申点と学力検査の得点 

     評定（学校の成績） … ９科がすべて「４」 
学力検査の得点 … 国語８０点、数学６０点、英語７０点、社会８０点、理科７０点                          

合計３６０点 

 (2) 総合得点の計算例 ※令和５年度より総合得点に ESAT-J の結果の得点を加える。 

   （学：調＝７：３、５科目入試） 

    ３６０ ÷５００×７００┼（２０┼１６×２）÷ ６５×３００＝ ７４４ ＋１２ 
   学力検査合計    得点換算        ５科  実技          得点換算     総合得点 ESAT-JがC の場合 

 

※ESAT-J のスコアレポートは令和５年１月中旬にスコアレポートを受け取る。 

 評価は６段階、２０点満点の点数として取り扱う。 

 ESAT-J は新学習指導要領下での現時点での自分の英語能力をみるもので都立受検の有無に関わら     
ず、全員が受験する。 

 なお、不受験者の扱いについては、「令和５年度 東京都都立学校に入学を希望する皆さんへ」の P41

を参照してください。 
 

 カ) 傾斜配点  

各教科の満点は１００点とし、特定の教科の配点に比重をかける（傾斜配点）学校もある。 

 【傾斜配点実施校】 
   深川（英２倍）、松が谷（国英２倍）、小平（英２倍）、国際（英２倍）、科学技術（数理１．

５倍）、千早（国英１．５倍）、大田桜台（国英社１．５倍）、産業技術高等専門 など 

 

５）その他の入試選抜 
 ア) 国際バカロレア（ＩＢ）コース入試 国際高校 

出願 令和５年１月２３日・２４日、検査 1 月２６・２７日、発表 ２月２日 
 イ) 在京外国人生徒対象入試 

出願 令和５年１月２３日・２４日、検査 １月２６日、発表 ２月２日 
※国際高校は２月１５日検査実施 

 ウ) 帰国・引揚げ生徒対象入試   
出願 令和５年２月６・７日、検査 ２月１５日、発表 ２月１７日 

 エ) 通信制    出願・検査 令和５年４月初旬、発表 ４月１５日 

 

６）都立高校のインフルエンザ等の対応について 
中学校長が出席停止にすることができるインフルエンザ等の学校感染症（新型コロナウイルス感染

症を含む）に罹患した者又は新型コロナウイルス感染症への感染が疑われ、受検日現在、濃厚接触者と
して健康観察や外出自粛を要請されている者及びＰＣＲ検査（行政検査）の結果を待っている者（これ

から検査を受ける予定の者を含む）は、受検することはできない。 

 追検査を希望する者は、中学校長を経由して「インフルエンザ等学校感染症罹患者等に対する措置申

請書」により、罹患証明等(医療機関の証明書)とともに出願した高等学校へ提出する。申請がない高等

学校では、追検査が行われない。 

 

 

ア) 追検査の実施 

追検査は、分割後期・全日制第二次募集と同日程で行う。第一次募集で出願したが受検できなか

った学校にのみ出願することができる。 

※分割募集を実施する都立高等学校においては、追検査を実施しない。 

※一次・分割前期募集で出願した都立高等学校に限り出願できる。 

※志願の変更はできない。 

※分割後期・全日制第二次募集には応募できない。 
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イ) 追々検査の実施 

 罹患者等になったため、追検査または分割後期募集を受検できなかった者に対して、追々検査を

実施する。 

※追々検査の日程については１１月上旬に発行予定の「令和５年度東京都立高等学校募集案内」で   

確認すること。 

 
 
７）本人得点開示および学力検査における答案の開示 

ア) 学力検査の得点表および答案の開示 

受検者は学力検査等の得点表と答案の開示を請求できる。開示の際には受験票が必要となるの
で、入試後も保管しておく。 

 

イ） 開示申請の受付 

  １ 推薦入試    一次・前期募集の発表の翌日から令和 5 年８月末まで 

２ 一次・前期募集の開示  発表の翌日から令和５年８月末まで 

３ 全日制 後期・二次募集の開示 発表の翌日から令和５年８月末まで 

 ４ 定時制 二次募集の開示  発表日から令和５年８月末まで 

※合格者は令和５年５月から８月末日まで 

※令和４年度入試より電子申請も可 

 

 ウ) 開示請求および受領 

 受検者本人または保護者が開示を受けることができる。 

 本人の場合は、受検票と本人確認できるもの（身分証明書など）を提示する。 

 保護者の場合は、受検票と本人確認できるものに加えて、受検者との関係を証明できるもの（住
民票の写しなど）が必要である。 

 
 
４ 私立高等学校入試について 

 
   第１志望、第２志望に関わらず、学校説明会や体験学習などにはできる限り参加する。難しい場合

は、合同説明会やＷｅｂ見学会も試みること。  

１）推薦受験 

 ア) 日程 出願 令和５年１月１５日～  入試 令和５年１月２２日 

  イ) 推薦基準 

     学力（学校の評定）や人物、行動などで基準がある。 

基準を満たさない者は推薦受験できない。 

  ウ) 試験  

面接、作文（実技）、学力考査など 

※合格後、一般入試日（又は、指定された日）に、クラス分けの学力調査として一般入

試を受けなければならない学校もある。 

２）一般入試 

 日程  出願 令和５年１月２５日～  入試 令和５年２月１０日～ 
    ※他県入試は１月から実施 
３）第１志望受験 

ア)  私立高等学校を第１志望にしているが、推薦基準には成績が足りないときに利用する制度とし
て位置づける学校がある。 

  一般受験者よりは有利に扱ってくれる学校もある。一般受験者と共に２月の入試を受ける。 
イ） 基 準  
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  第１志望受験推薦にも推薦入試と同様に基準があり、基準を満たさない者は第１志望受験はで

きない。 

４）一般入試併願優遇制度等 

 ア) 主に都立高等学校（高専を含む）が第１志望の場合に利用する。第１志望校が不合格の場合は必

ず入学するという約束で有利に扱う制度。一般受験者とともに２月の入試を受ける。 

  イ) 基 準 

   推薦、第１志望受験と同様に基準があり、基準を満たさない者は併願優遇制度を利用できない。 

   

ウ) 入学金など費用の延納 

都立高等学校の１次・分割前期入試発表の翌日まで延納を認めていることが多い。 

私立高等学校との併願の場合は、第一希望合格発表の翌日の場合が多い。 

※各校の募集要項を確認する、または個別相談で確認しておくこと。 

 
５ 私立高等学校等保護者負担軽減事業制度  

                              

 東京都では、私立高等学校等に在学する生徒の保護者の授業料の負担を軽減することを目的として、
次の２つの補助事業を実施している。 

  １ 私立高等学校等就学支援金 

  ２ 私立高等学校等授業料軽減助成 

  尚、東京都に在住する生徒と保護者については、「私立高等学校等就学支援金」（いわゆる「高校

授業料無償化」に伴い、平成２２年４月から開始された国の法律の基づく制度）と「私立高等学校等
授業料軽減助成」の両制度を併せて利用することができる。（所得制限あり・一部の家庭を除く）。

詳しくは「東京都私学財団」のホームページをご覧下さい。 

 

【問い合わせ先】 

   ○就学支援金、授業料軽減助成金、奨学給付金 

     東京都私学就学支援金センター     （０３）５２０６－７９２５ 

 
 
 
 

【推薦・併願優遇制度の利用】 

   中学校の教員が高等学校と入試相談（令和４年１２月１５日以降）を行うため、希望者は担任に

申し出る(１０月末からの三者面談)。基準を満たさない者は希望があっても推薦受験や優遇受験

ができない。基準は各学校が決める。評定の合計で決まることが多いが、検定や諸活動の実績で

加点されることもある。その際は検定の合格証や賞状のコピーなどが必要となる場合もあるので

準備しておくこと。 

基準に満たなくても「自己推薦制度」を取り入れている高校もあるので、説明会や個別相談（生

徒および保護者と高等学校での相談）で確認すること。 
○公立併願：都立高等学校を第一志望とし、その私立高等学校を第二志望とする場合。 

○公私併願：都立高等学校だけでなく、他の私立高等学校も受験する場合。 
 

※併願優遇制度の利用例 

ケース１ 第一希望：都立高校、第二希望：私立Ａ高校（公立または公私併願優遇） 
ケース２ 第一希望：都立高校、第二希望：私立Ｂ高校（一般）、第三希望：私立Ｃ高校（公私併願） 

ケース３ 第一希望：私立Ｄ高校（一般）、第二希望：私立Ｅ高校（公私併願） 
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６ 高等学校へいくための奨学金・貸付金 
【高校進学の費用（年間）】 

【主な奨学金・貸付金】 

※東京都育英資金予約募集は終了 

（東京都社会福祉協議会「高校へ行くための奨学金・貸付金等のご紹介」７月配付） 

 
７ 高等学校進学以外の進路について 

 

１）就職 
   

学校に職業安定所（ハローワーク）から送られてきている求人票をもとに、具体的な職業を選択 

する時期に入っている。縁故関係の就職の場合も担任とよく相談して決定すること。 

 

２）サポート校 

 

  中学校にも多くの学校から学校案内などが送られてきている。通信制高等学校などとの連携に 
 よって３年間で高校卒業の資格が取れる。私立高等学校の推薦、第２志望推薦にあたる制度を実施す

る学校 もあるので、都立高等学校の併願校としても利用できる。 
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３）専修学校高等課程・各種学校（専門学校） 

 

  中学校にも多くの学校から学校案内などが送られてきている。その中には、私立高等学校などと 
の連携によって３年間で高等学校卒業の資格が取れる学校もある。私立高等学校の推薦、併願優遇

制度にあたる制度を実施する学校もあるので、都立高等学校の併願校としても利用できる。 

 

４）都立職業能力開発センター（旧職業技術専門学校） 

 

求職中または新たに職業に就こうとしている人が就職に向けて必要な知識・技能を学ぶ。 
 
4 月入学 
募集期間：令和５年１月６日～２月４日 
選考日 ：令和５年２月１５日・１６日・１７日のいずれか１日 
 
 

８ 進路関係の留意事項 

 

１）進路選択にあたって 

  
 ア） 現在の学力をよく知り、保護者とよく相談すること。また、担任へも相談や報告をする。 

  イ） 希望する学校をよく知る。学校説明会や見学会（Web も含む）などには必ず参加すること。推

薦や併願優遇制度の利用を検討する場合は、個別相談を行う。学校までの交通機関や所要時間
なども調べておく。 

ウ） 学校の方針や部活動などを調べ、納得した上で選択すること。都立高等学校を希望する際は、
「本校の期待する生徒の姿」をよく読むこと。 

（令和４年度東京都立高等学校入学者選抜「本校の期待する生徒の姿」より） 

 

２）学習について 

 

 ア) 受験日まであきらめず、焦らずに努力を続ける。 

  イ) 授業は今まで以上に集中し、課題の提出期限は必ず守る。 
ウ) 家庭において、授業を受けたらその日のうちに復習する。復習以外にも過去問に取り組む。ｅ

ライブラリに全国の入試問題があるので活用する。 

  

 

３）生活について 
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ア) 規則正しい生活を心がける。受験日に体調を崩すことがないように気をつける。 

  イ) 身だしなみ、あいさつ、言葉遣いなど、基本的なことをきちんと見直す。面接試験のことも意     

識した生活をおくる。試験のときだけでなく、日ごろから良識ある行動を心がける。 

 ウ) 自己の責任で、生活改善に取り組む。 

 エ) 残された学校生活を最上級生としてふさわしい態度で過ごす。 

 

４）出願、手続きなど 

 
ア) 受験写真 

願書などに貼る受験用の写真は、学校で撮影する。（１１月２８日（月）で調整中） 

事前に注文用の封筒を配布するので、必要分の代金を入れて撮影当日持参する。 

インターネット出願用にデータでの購入が可能。 

 

 

 

 イ) 願書など受検(験)用書類の入手 

  (1)これまでのように、紙の入学願書は必要ありません。 

   「推薦に基づく入試」及び「学力検査に基づく入試（第一次募集・分割前期募集）」では、原

則としてインターネットを通じて出願を行います。 

    (2)「学力検査に基づく入試（分割後期募集・第二次募集）」用の入学願書については、中学校で   

配布します。なお、以下に記載する高校を受検する場合は、各校独自の入学願書となるため、 

各高校に問い合わせ、各自で入手してください。 
（都立産業技術高等専門学校、特別選抜を実施する高等学校や定時制単位制総合科など、学校

によっては、直接学校から必要書類を受け取る学校もある。） 

 

（「令和５年度東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ」より） 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 私立高等学校や専門学校等は受験校が決まり次第、各自でその学校へ直接行って購入するな

どの方法で手に入れる。 

 

  (3) 受験用書類のうち願書は、生徒本人が記入し、保護者に確認を受ける。 

 記入は黒のボールペンなどを用いる。鉛筆やフリクションは使用しない。 

 押印の必要がある場合は、スタンパー印ではなく朱肉を使用する。 

 訂正する場合は、訂正箇所に二重線を引いた上で、訂正印をもって訂正する。可能ならば、新

たに書き直すと良い。修正テープ等は使用しない。 

〇次の昼夜間定時制高校 
一橋高校、浅草高校、新宿山吹高校、荻窪高校 
〇チャレンジスクール 
六本木高校、大江戸高校、世田谷泉高校、稔ヶ丘高校、桐ヶ丘高校、小台橋高校 
〇通信制課程の高校 
一橋高校、新宿山吹高校、砂川高校 
〇海外帰国生徒対象の高校 
三田高校、竹早高校、日野台高校、国際高校 
〇引揚生徒対象の高校 
深川高校、光丘高校、富士森高校 
〇在京外国人生徒対象の高校 
竹台高校、田柄高校、南葛飾高校、府中西高校、飛鳥高校、六郷工科高校、杉並総合高校、 
国際高校 
〇国際バカロレアコース 
国際高校 
 
※詳細は「令和５年度 東京都立高等学校に入学を希望する皆さんへ」参照 
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 都立高等学校の願書は、事前に専用振込用紙で検定料を納め、裏面に領収証を添付した上で中

学校へ提出する。校長による公印が押され返却されるので、郵送するまで大切に保管してお

く。 

 
  (4) 調査書や推薦書等は中学校で作成するので、１２月の三者面談後すぐに担任へ提出する。ま

た、書類関係でよくわからないときは、必ず担任または学年の教員に相談する。 

 

  ウ) 調査書・推薦書 

      中学校が作成する。１２月の面談後すぐに担任へ用紙を提出する。また、調査書や推薦書は進
路先宛の親展書類なので、開封しないで進路先に提出すること。開封すると無効になる。 

 

エ) 出願 

(1)都立高等学校は各校が指定する郵便局へ、出願受付期間に必着するよう、各自が簡易書留等で   

郵送する。 

 

(2)令和５年度入試では、すべての都立高等学校でインターネット出願を実施する。 

※詳細は東京都教育委員会ホームページまたは「令和５年度東京都立高等学校入学を希望する

皆さんへ」P.45 参照のこと 

      

   ・各自でインターネット出願に必要なアカウントを取得し、出願情報・顔写真を登録。 

・入学願書に記載する情報をインターネット上の出願サイトに入力し、 出願サイトの案内に

従って入学考査料の決済を行う。※令和５年度入試から、入学考査料の納付方法は、納付書
の他、クレジットカード払い等にも対応する予定。 

・志願者は、出願サイトから入学願書を印刷し、保護者氏名が自署された入学願書を、中学校

に提出する。中学校による確認後、必要書類を都立高等学校長宛てに、出願受付期間に必着
するよう、都立高等学校が定める郵便局へ簡易書留等で郵送する。 

・指定日以降、各自で出願サイト上から受検票をダウンロードし、印刷する。 

 

(3)東京都の私立高等学校は、基本的には中学校で提出日を指定して一斉に出願する。 

インターネットや郵送による出願は、各自で確認すること。 

 
オ)  受験票 

出願の時に渡される受験票は、入試・発表・手続きに必要なため、入試後も大切に保管する。 

   
カ） 入試関係の提出物 

(1)進路関係で提出しなければならないものは、必ず期限を守ること。 

(2)個人で必要な書類や提出期限が異なるので、自己管理を徹底すること。 

(3)個人情報の取り扱いには十分注意すること。 

 
５）その他 

ア) 出願、受験時、発表時などの怪我や事故に関しては、学校で加入している保険の適用外になり
ますので、ご注意ください。 

 
イ) 国立・都立・私立に関わらず、奨学金制度についての希望やご質問がある場合は担任または学

年教員にご相談ください。 
 

ウ) 三者面談では昨年までの資料や高校側の基準を基に、進学の意思確認（入学後の高校生活を思
い描けるか）、教育目標や学力への合致、入試制度の確認等を行います。 

面談の時間は限られています。ご家庭でよく話し合ってください。進路希望調査の記述欄をご
活用いただくと、準備ができますのでより充実した面談時間となります。 

 
エ) 10 月からの三者面談では、推薦や併願優遇制度の利用に関しての相談をします。希望する場合

は、各校の入試説明会や個別相談に参加し、基準などを確認してください。 
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オ) 進路指導は、学年で行います。確認が必要なため、面談中に回答できない場合もありますが、
後日お子様を通じてお返事いたします。 

 

カ）調査書作成願いについて 

・本校では、資料２が印刷された封筒を使用します。（１２月の面談で配布予定） 

・この中に、願書作成に必要なものを学校ごとにクリアファイルに入れて、担任までご提出ください。 

・なお、調査書の他に、書き方の見本をコピーして入れてください。調査書が都立高校様式と同じ場

合は、必要ありません。 

・調査書作成には時間を要します。お早めに提出してください。 

・なお、不用になった調査書は返納ください。 

・受験台帳作成のため、受験番号が分かり次第、各担任までお知らせください。 

・高校からの「調査書受領書」はすみやかに提出してください。インターネットのコピーでもかまい

ません。 

 

キ）作成後の調査書等必要書類について 

   ・推薦書、調査書、願書等、中学校の公印が必要なものの受け取りは、出願日より数日前になり    

ます。  

各担任まで早めに提出し、数日前もしくは前日にお受け取りください。 
   ・「親展」文書は開けると無効になります。調査書記載内容の確認は、別途配布される「調査書  

記載事項通知書」にてご確認ください。 

   ・進路に関する連絡事項は、学年通信または配布プリントで連絡されます。見落としが内容ご注   

意ください。 
 

ク）受験（検）に伴う留意点 

・調査書等、受験（検）や就職に関する書類作成にあたり、「入試のための確認カード」（資料３）を      

提出していただきます。必ず保護者の方がご記入し、控えをとって提出してください。この確認カ

ードをもとに、担任が調査書等必要な書類を作成していきます。大会名等は正式名称（賞状や検定
証明書等に記載されたまま）でご記入ください。中体連関連以外の内容もお書きください。 
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【資料】 
資料１ 都立高等学校願書  

※氏名は住民票に記載されているものを使用するので、日ごろから書き慣れておくこと。 

資料２ 調査書作成願い（昨年度のもの） 
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資料３ 入試のための確認カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


